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令和２年度協働事業実施に係る提案の審査 

審査結果及び全体講評 

【 審査結果 】 

本委員会における審査の結果は，次のとおりである。 

 

推薦する事業 

○ 市民参画による道路等パブリック空間の有効活用検討事業 

○ 在宅医療・介護・看取りを語る会 

○ 国田地区の名所・史跡探訪を通した魅力再発見プロジェクト 

○ ＬＤ，ＨＳＣの子どもが育つ環境を整える事業 

○ 茨城“おとのわ”プロジェクト in水戸 

○ 介護助手養成 ちいすけ水戸 

○ 親子で楽しむ森あそび 森っこ 

○ キッズトレイルランニング大会 

 

【 全体講評 】 

令和２年度水戸市協働事業の公募に対しては，８件の協働事業が提案され，３月２日に公開プレ

ゼンテーションが実施された。プレゼンテーションは，定められた時間内で提案事業の目的や内容

をわかりやすく伝えることが重要である。必ずしも技術的に凝る必要はないが，理解を促すための

資料や発表方法について，提案団体には研究をお願いしたい。 

今回の募集に対しては，前年度からの継続が３事業あり，新規が５事業であった。新規の提案事

業の中には，子どもの発達支援や芸術文化の振興に関する事業などがあり，提案事業に変化が見ら

れ，様々な主体が，公益的な活動に取り組み，社会全体で協働によるまちづくりを進めていこうと

いう，意識の広がりを感じることができた。 

提案のあった事業のうち，「国田地区の名所・史跡探訪を通した魅力再発見プロジェクト」につ

いては，協働事業提案制度を活用した協働事業としては，令和２年度が最終年度となることから，

市の担当課とともに，長期的な展望を持って，事業継続に向けた更なる内容の向上に取り組んでい

ただきたい。また，新規事業については，事業初年度を迎えるにあたり，提案団体と市担当課との

コミュニケーションを密にし，事業目標や課題の共有に努め，連携・協力を図っていただきたい。 

いずれの事業についても，事業の実施にあたっては，提案団体と市の担当課において十分に協議

し，補助金の適正な運用及び予算の適正な執行を心掛け，より効率的で透明性のある事業運営に努

めていただきたい。同時に，市民ニーズの把握に努め，適切に事業に反映させるなど，市民の目線

に立った事業運営を進めてほしい。 

今後も，様々な分野において，市民活動団体と市が，お互いの特性を生かしながらパートナーと

して事業に取り組むことで，相乗効果が生まれ，市民と行政とのまちづくりが更に発展していくこ

とを期待したい。 
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各事業の概要及び委員会意見 

 

 

提案事業名 市民参画による道路等パブリック空間の有効活用検討事業  
推薦する 

（193点） 

提案団体 

特定非営利活動法人セカンドリーグ茨城 

市の担当課 

泉町周辺地区開発事務所 

事業の概要 まちを体験するイベントやワークショップ等を通し，泉町のパブリック

空間活用の方策等を，計画段階から市民協働により検討を進める。事業運

営にも，市民の参画を促すことで，市民の地元に対する愛着を育み，持続

的で魅力的なまちの形成につなげていく。 

１ みち遊び，ストリートパーティの開催 

２ Farmers Marketの開催 

３ みち遊び，Farmers Market等の来場者を対象としたヒアリング 

の実施 

４ ワークショップの開催 

委員会意見 本事業は，道路等パブリック空間の有効活用という行政課題に対し，ま

ちを体験するイベントやワークショップ等を通じ，計画段階から市民協働

による検討を進め，魅力的なまちを形成することを目的として提案された

事業であった。行政課題の解決に向け，みち遊びをはじめとした様々な事

業を展開し，幅広い世代の意見を取り入れながら，魅力なまちづくりに取

り組んでほしい。 

一方で，事業経費の大半が，それらの事業実施に必要とされる人件費に

充てられていることから，事業実施にあたっては，効率的な事業運営のあ

り方について，改めて検討していただきたい。 

今回の協働による取組を通じ，泉町地区の道路等パブリック空間の有効

活用が促進され，魅力的なまちが形成されることを期待する。そして，本

事業が市民参画によるまちづくりのモデル事業となることを期待したい。 
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提案事業名 在宅医療・介護・看取りを語る会 
推薦する 

（220点） 

提案団体 

茨城県介護支援専門員協会水戸地区会 

市の担当課 

 高齢福祉課 

事業の概要  映画「ピア」の鑑賞や，医師・訪問看護師等を交えた語る会の実施等

を通して，市民が，医療・介護の専門職から直接情報を得ることにより，

自分事として終末期を想像でき，自分らしい最期を選択できるきっかけづ

くりとすることを目的とする。 

１ 「映画ピアを鑑賞して，在宅医療・介護・看取りを語る会」の開催 

２ 「在宅医療・介護・看取りを語る会」の開催 

委員会意見 令和２年度の事業提案においては，医療・介護に関わる多職種が在宅医

療に取り組む設定の映画上映に加え，医療・介護の専門職を交えた市民と

の「在宅医療・介護・看取りを語る会」の開催会場を市内 34 地区に拡大

するなど，令和元年度事業を踏まえた事業の広がりを感じることができ

た。 

本事業が，高齢者のみならず，多世代で医療や介護，自らの終末期につ

いて考えることができるきっかけとなるよう，幅広い世代の参加を募るな

ど，事業のさらなる充実に努めていただきたい。 

本事業を通じ，市民と医療・介護関係者，関係機関等のネットワークが

構築され，地域包括ケアシステムづくりの充実につながることを期待す

る。 
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提案事業名 
国田地区の名所・史跡探訪を通した魅力再発見プロジ

ェクト 

推薦する 

（211点） 

提案団体 

 国田歴史学習会 

市の担当課 

 市民生活課 

事業の概要 地域の人々によって守り継がれてきた歴史性のある文化遺産を，地域が

主体となって掘り起こし，地域の魅力発見につなげるとともに，名所・史

跡等の選定過程やウォーキング事業による地区間交流を通じ，近年希薄化

しているコミュニティの復活を目指す。 

１ 国田地区の名所・史跡等の再発見 

２ 名所・史跡の案内板の設置 

３ 名所・史跡等を結ぶウォーキングコースの設定とマップ作成 

４ 歴史講演会の開催 

５ 「田園ウォーク in国田 ～自然と歴史を訪ねて～」の開催 

委員会意見 歴史，自然，文化継承といった視点から，地域が主体となって，地域の

魅力向上に取り組む本事業は，様々な可能性を持った大変有意義な事業で

ある。引き続き，学習会や環境整備などに取り組むものと思うが，将来を

担う子ども達が，自分の住む地域に対する愛着や誇りを持つことができる

よう，「田園ウォーク in国田」をはじめとしたイベントの開催など，地域

の歴史や伝統文化について学ぶことができる機会の充実に努めてほしい。 

本事業については，協働事業提案制度を活用した協働事業としては，令

和２年度の実施で最終年度となるが,地域コミュニティの活性化に向け，

本事業を長期的に継続していけるよう，次世代への継承を意識しながら，

事業を展開していただきたい。 
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提案事業名 ＬＤ，ＨＳＣの子どもが育つ環境を整える事業 
推薦する 

（243点） 

提案団体 

じゃぁまいいかねっと 

市の担当課 

 障害福祉課 

 総合教育研究所 

事業の概要 LD（学習障害）や HSC（人一倍敏感な子）などの特性がある子は，周囲

から誤解を受けやすく，適切な支援を受けられないことがある。この事業

では，そのような子ども達に気づき，LDや HSCといった特性を正しく理解

し，適切な支援を行うことができるよう，学習に困難がある子どもへの支

援を学ぶ講座や学びのサポート養成講座などを実施する。 

１ 学習に困難がある子どもへの支援を学ぶ講座・個別相談会 

２ LDや HSCに関する講演会 

３ 学びのサポート養成講座（４回） 

４ LD，HSCのリーフレット作成 

５ 関係者・連携機関の勉強会 

委員会意見 LD（学習障害）や HSC（人一倍敏感な子）といった特性を持つ子どもに

対しては，適切な支援が求められるが，それらの特性に関する知識や情報

不足から，その存在が認知されにくいという現状にある。それらの特性を

正しく理解することで，そのような子ども達に気づき，適切な支援を行う

ことができるよう，提案団体と障害福祉課，総合教育研究所が連携して取

り組む本事業は，社会的課題を的確に捉えており，協働による効果も高い

ものと思われる。 

令和２年度においては，LDや HSCといった特性，そしてそういった特性

を持つ子ども達に対する支援方法について学ぶ講座や講演会の開催が予

定されているが，さらに LD や HSC の当事者同士が意見を交換できるよう

な場の提供についても検討しながら，事業を展開していただきたい。 

本事業が，全ての子ども達の個性が尊重され，家庭や学校，社会の中で，

その子らしく生きられる環境づくりの一助となることを期待したい。 
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提案事業名 茨城“おとのわ”プロジェクト in水戸 
推薦する 

（202点） 

提案団体 

茨城おとのわプロジェクト実行委員会 

市の担当課 

 文化交流課 

事業の概要 現在，水戸市においては，街中で気軽に生の音楽に触れることができる

機会は少なく，また，将来世代を担う若手音楽家の活動の機会や場も限ら

れている。このことから，本事業では，日常，演奏会が開催されない公共

空間等，開かれた場と若手音楽家を繋げ，市民が気軽に生の演奏に触れる

ことが出来る機会や場の創出を図る。 

１ 演奏会の開催（月１回） 

２ 音楽家へ公演を依頼する際の窓口となるプラットフォームの作成 

委員会意見 本事業は，公共空間等の開かれた場で若手演奏家による演奏会を実施す

ることで，市民が気軽に音楽に触れることができる機会を創出し，地域の

音楽文化の充実につなげるとともに若手演奏家のキャリア支援を目的と

した新しい視点からの提案であった。 

事業を実施するにあたっては，市民がより気軽に演奏会に訪れることが

できるよう，公共施設等での開催に限定せず，他の活動団体と連携した演

奏会の開催を検討するなど，もう一歩進んだ魅力づくりを意識しながら，

事業を展開していただきたい。また，市で実施しているイベントにも参加

して活動を周知するなど，本事業に対する理解が広がるよう努めてほし

い。 

本事業を通じ，広く市民が音楽に親しむことができる機会が創出され，

まちの賑わい創出へとつながっていくことを期待する。 
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提案事業名 介護助手養成 ちいすけ水戸 
推薦する 

（248点） 

提案団体 

特定非営利活動法人ちいきの学校 

市の担当課 

介護保険課 

事業の概要 介護職が専門職の高い業務に専念できるよう，アクティブシニア層を対象

に，介護職の周辺業務（話し相手や軽作業等）を担う「介護助手」として育

成，就労を促し，介護サービスの質の向上につなげる。また，アクティブシ

ニアが社会参加することで，心身の健康維持を図り，「地域で支えるいきいき

健康と安心長寿」の実現をサポートする。 

１ 研修会の開催 

２ 介護事業所とマッチング作業 

委員会意見 提案団体と介護保険課が連携し，アクティブシニア層を対象に，介護職の

周辺業務を担う「介護助手」を育成，就労を促すことで介護サービスの向上

に取り組む本事業は，相互の取組を補完することができるものであり，協働

による効果が高いものと考えられる。 

事業の実施にあたっては，関係機関との連携を図るとともに，本事業が，

より多くの市民の目に触れることができるよう，既存のメディアの活用も含

め，効果的な情報発信の手法を検討していただきたい。また，就労希望者と

事業者のマッチングを行う際には，就労に対する認識に差異が生じないよう，

就労希望者に対する継続的なサポートを心がけていただきたい。 

本事業が，介護サービス向上の一助となることを期待する。 
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提案事業名 親子で楽しむ森あそび 森っこ 
推薦する 

（237点） 

提案団体 

森っこ 

市の担当課 

農政課 

事業の概要 乳幼児とその保護者が森を含む身近な自然の中に気軽に集まることができ

るよう，「森っこ」活動を実施する。子どもたちは五感を使った成長をのびの

びと育み，大人には心を開放し元気になってもらうとともに，様々な自然体

験を通じ，身近な自然，草花，生き物を大切に思う豊かな心や自然と共生す

る小さな芽を育んでいく。 

１ 「森っこ」活動 

   春を探してみよう，アートさがし，秘密基地など年 22回 

２ 安全講習会受講など 

委員会意見 本事業は，乳幼児とその保護者を対象に，「森っこ」活動を実施しており，

身近な自然環境の中で自然体験をすることができる貴重な機会を提供してい

るが，新たな参加者が増えていることに加え，参加者から団体スタッフとし

て協力したいとの声が上がっているということで，子ども達でなく，保護者

にとっても居心地のよい場所になっていると感じた。 

令和２年度は，森林公園に加え，周辺地域の自然豊かな公園へ活動の場を

広げるとのことで，更なる事業内容の充実が期待できる。また，令和２年度

は協働事業提案制度を活用した協働事業として２年目となるが，持続可能な

運営のあり方について検討しながら，事業を展開してほしい。 

本事業を通じ，森林公園をはじめとした身近な自然環境を活用した様々な

活動が，水戸市全体に広がっていくことを期待する。 
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提案事業名 キッズトレイルランニング大会 
推薦する 

（230点） 

提案団体 

株式会社ナムチェバザール 

市の担当課 

農政課 

事業の概要 貴重な地域資源である森林公園の自然環境をより身近なものとして，市民

の教育・健康増進に活用していくために，トレイルランニング大会を開催す

る。また，トレイルランニング大会の開催を通じ，地域資源としての魅力を

市民に広くアピールしていく。 

１ キッズトレイルランニング大会の開催 

委員会意見 本事業は，森林公園の持つ豊かな自然環境を活用して，トレイルランニン

グ大会を開催し，市民の教育・健康増進に寄与することに加え，地域資源と

しての魅力を広く発信することを目的としており，先見性や独創性について

は高く評価できる。しかしながら，事業計画や収支計画について，具体性に

欠ける印象が残るので，事業の実施にあたっては，効率的な事業運営を心掛

けていただきたい。 

本事業をきっかけとし，森林公園という豊かな自然環境の魅力が再認識さ

れ，広く市民が親しむことができる場所となることを期待する。そして，本

事業が，次世代を担う子ども達に対する環境教育の一助となることを期待し

たい。 
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選考過程・基準 

【 選考過程 】 

協働事業提案書をもとに，３月２日に実施された公開プレゼンテーションにおいて，事業の

概要や協働による効果，役割分担，収支計画などについて, 提案団体から説明を受けた。また，

提案団体及び市の担当課に対して，委員による質疑応答を行った。 

その後，全体での審査において，全委員の総合得点をもとに，各提案事業について，公共性

や協働の必要性などの面から，協働事業として実施すべきか否かについて審査した。また，効

率性や役割分担など，事業に取り組むに当たって，提案団体と市の担当課がさらに協議を深め

るべき事項について意見した。 

 

【 選考基準 】 

提案書類と公開プレゼンテーションをもとに，８つの審査項目に沿って採点した。各委員の

持ち点を 40点とし，全委員の採点を合計した総合得点を審査の基礎とした。 

また，今回の審査では，提案団体のスキルアップと，より質の高い事業提案を促進するため，

総合得点の６割にあたる 192点を推薦に値するかどうかの基準として設定した。 

なお，提案団体に所属する，または密接な関係にある委員がいる場合，公平性の観点から，

当該提案の事業の審査は行わず，他の７名の委員による採点の平均点を加算して，得点を調整

することとした。 

 

審査項目及び審査の視点（40点満点） 

審査項目 審査の視点 配点 

先見性・独創性 新たな着想や創意工夫があるか ５ 

事 業 の 公 共 性 不特定多数の利益，社会全体の利益につながるか ５ 

ニ ー ズ の 理 解 社会的課題や市民ニーズをとらえているか ５ 

協 働 の 必 要 度 協働による相乗効果が期待できるか ５ 

事 業 の 将 来 性 成果の活用や波及効果など将来展望が明確か ５ 

手 段 の 効 率 性 労力や経費などの見積りが適切か ５ 

役 割 分 担 自立性を尊重し，お互いの長所を生かしているか ５ 

実 現 可 能 性 自己資金の確保や企画内容が実現可能か ５ 
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水戸市協働推進委員会委員名簿 

 

氏名 所属等 組織区分 備考 

委 員 長 金本 節子 茨城大学 名誉教授 学識経験者 欠席 

副委員長 大野  覚 
認定ＮＰＯ法人茨城ＮＰＯセンター・

コモンズ 事務局長 
ＮＰＯ代表  

 水嶋 陽子 
常磐大学  

人間科学部教授 
学識経験者 欠席 

 片山 昭男 
水戸市ボランティア連絡協議会 

企画委員長 
ボランティア代表  

 大竹 隆志 
水戸市住みよいまちづくり推進協議会 

常任理事 
コミュニティ代表  

 鹿倉よし江 
水戸女性会議 

副会長 
女性団体代表  

 石川 浩之 
水戸商工会議所 

事務局長 
関係団体 

 

 早川 裕之 
水戸青年会議所 

理事長 
 

 井上 綾子  

公募市民 

 

 羽石  英司   


